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は
じ
め
に
0粟生
村
の
概
況

②粟
生
村
の
「
田
畑
奥
印
帳
」
の
検
討

③

飯高
家
の
水
主
・
小
作
人
の
土
地
移
動
の
特
色

［論
文
要
旨
］

　本
稿
は
、
近
世
中
期
以
降
大
地
曳
網
漁
業
が
展
開
し
た
九
十
九
里
浜
沿
岸
村
落
に
お
け
る
質
地
金
　
　
　
　
域
的
広
が
り
を
み
る
と
、
粟
生
村
を
中
心
に
周
辺
村
落
に
ま
で
広
が
り
、
粟
生
村
村
内
で
み
る
と
、

融と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
土
地
移
動
の
実
態
と
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
分
析
を
　
　
　
納
屋
集
落
の
も
の
へ
の
質
入
件
数
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
質
入
・
質
請
の
両
方
に
名
を
出
し
て
い

通じ
て
、
漁
業
を
主
た
る
生
業
と
す
る
集
落
の
人
々
に
と
っ
て
の
土
地
所
有
の
意
味
や
、
質
地
金
融
　
　
　
　
る
も
の
が
全
体
の
三
〇
％
み
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
飯
高
家
の
水
主
や
小
作
人
、
納
屋
集
落
の
も
の
も

と
い
う
側
面
に
お
け
る
村
人
の
交
流
の
実
態
を
知
る
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。
本
稿
で
分
析
の
対
象
　
　
　
　
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
ひ
と
た
び
大
漁
で
あ
れ
ば
、
地
域
全

と
し
た
史
料
は
、
九
十
九
里
浜
の
中
心
部
に
あ
た
る
粟
生
村
の
網
元
飯
高
家
に
残
さ
れ
た
天
保
六
年
　
　
　
　
体
の
生
活
を
潤
し
、
水
主
や
小
作
人
で
あ
っ
て
も
大
金
が
こ
ろ
が
り
こ
む
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
わ

から
明
治
初
年
に
か
け
て
の
三
冊
の
「
田
畑
奥
印
帳
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
田
畑
奥
印
帳
」
の
分
　
　
　
ず
か
な
土
地
を
一
時
的
に
は
質
入
は
す
る
も
の
の
、
漁
が
あ
れ
ば
質
入
し
た
土
地
の
請
返
し
が
可
能

析
か
ら
以
下
の
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
ず
質
入
の
特
徴
を
み
る
と
、
質
入
地
の
大
半
が
下
田
・
　
　
　
な
状
況
が
遅
く
と
も
天
保
期
に
は
こ
の
九
十
九
里
に
は
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点

下畑
・
下
々
畑
で
あ
り
、
し
か
も
一
筆
あ
た
り
の
質
入
反
別
は
細
分
化
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
必
ず
　
　
　
　
は
従
来
の
小
作
人
あ
る
い
は
水
主
の
イ
メ
ー
ジ
を
再
考
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

し
も
借
金
の
金
額
と
土
地
の
広
さ
・
等
級
は
比
例
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
借
金

が返
済
で
き
ず
に
流
地
に
な
っ
た
も
の
は
極
め
て
わ
ず
か
で
あ
り
、
質
地
請
返
し
の
方
を
み
て
み
る

と
、
質
地
の
大
半
が
質
入
者
に
よ
っ
て
請
戻
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
質
入
・
質
請
の
地

9
3

1



国立歴史民俗博物館研究報告

　第115集2004年2月

は
じ
め
に

　
九

十
九
里
浜
は
、
近
世
中
期
以
降
大
地
曳
網
漁
業
が
展
開
し
、
網
元
ー
水
主
を
中

心

と
す
る
組
織
的
漁
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
網
元
を
中
心
と
す
る
漁
業
経
営
の

組
織
、
経
営
帳
簿
の
実
態
と
性
格
、
地
曳
網
漁
業
に
お
け
る
水
主
の
存
在
状
況
、
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

用
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
は
既
に
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
昭
和

六

十
年
度
文
部
省
科
学
研
究
補
助
金
『
日
本
に
お
け
る
漁
業
と
漁
民
の
史
的
研
究
』

の

研
究
成
果
の
一
部
を
、
九
十
九
里
沿
岸
村
落
に
お
け
る
土
地
移
動
と
質
地
金
融
に

焦
点
を
当
て
て
再
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
に
調
査
報
告
の
域
を
出
て
い

な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　
九

十
九
里
浜
の
大
地
引
網
漁
業
の
網
元
で
あ
っ
た
粟
生
村
の
飯
高
家
に
は
「
田
畑

奥
印
帳
」
が
三
冊
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
粟
生
村
に
お
け
る
質
入
な
ど
に

よ
る
土
地
移
動
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
い
っ
た
史
料
の
分
析
は
、

漁
民
に
と
っ
て
の
土
地
所
有
の
意
味
を
考
え
る
上
で
、
ま
た
同
時
に
、
質
地
金
融
と

い
う
側
面
に
お
け
る
村
人
の
交
流
の
実
態
を
み
る
上
で
必
要
な
作
業
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
本
稿
で
使
用
す
る
飯
高
家
の
史
料
は
、
い
ず
れ
も
現
在
「
九
十
九
里
い
わ
し
博
物

館
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
飯
高
家
文
書
は
か
な
り
彪
大
な
史
料
群
で

あ
る
が
、
村
落
構
造
に
関
す
る
史
料
が
少
な
い
。
そ
ん
な
中
で
こ
れ
か
ら
分
析
す
る

同
家
の
土
地
関
係
史
料
は
貴
重
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

0
粟
生
村
の
概
況

　
分
析

に
入
る
ま
え
に
、
粟
生
村
の
概
況
及
び
土
地
形
態
の
様
子
を
簡
単
に
述
べ
て

お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
粟
生
村
は
九
十
九
里
浜
の
中
央
部
に
位
置
し
、
地
曳
網
漁
業
の
中
心
地
帯
の
一
村

落
で
あ
る
。
安
永
四
年
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
村
砂
地
に
候
へ
ど
も
肥
よ
く
大

沼

を
用
水
元
に
い
た
し
、
所
々
へ
引
取
候
、
浜
稼
ぎ
の
も
の
多
く
、
身
元
宜
し
き
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の

こ
れ
あ
り
、
か
れ
こ
れ
平
均
し
て
上
の
上
に
相
見
え
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
周
辺

村
落
と
比
較
す
る
と
か
な
り
村
柄
は
良
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
北
町
奉
行
与
力
給
知

と
天
領
と
に
分
か
れ
て
お
り
、
村
高
は
寛
政
五
年
段
階
で
両
方
合
わ
せ
て
三
八
五
石

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

四
斗
八
升
五
合
八
勺
、
明
治
初
年
に
は
、
三
八
五
石
四
斗
八
升
七
合
八
勺
で
寛
政
期

以

降
は
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
。
村
高
に
変
化
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
享
保
期
で
、
こ

の

時
期
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
新
田
開
発
と
享
保
二
十
年
以
降
相
次
い
で
な
さ
れ
た
高

請
に
よ
り
村
高
は
急
増
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
粟
生
村
の
戸
数
・
人
口
の
変
化
は
表
1
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
戸
数
は
寛
政
五
年

に
か
け
て
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
増
加
し
て
お
り
明
治
四
年
に
は
千
人
を
越
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

て

い

る
。
粟
生
村
の
本
田
所
有
状
況
は
表
2
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
表
に
は
新
田
部

分
が
加

わ
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
お
そ
ら
く
一
給
分
な
の
で
、
全
体
の
動
向
を
示
し
て

い

る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
粟
生
村
の
網
主
飯
高
家
の
所
持
高
及
び
そ
の
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

も
表
3
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
如
く
飯
高
家
の
小
作
人
の
多
さ
か
ら
す
る

と
、
こ
の
数
字
は
必
ず
し
も
飯
高
家
の
所
持
高
す
べ
て
を
表
わ
し
て
い
る
と
は
い
え

ず
、
実
際
に
は
も
っ
と
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。

　
飯
高
家
の
史
料
は
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
村
落
関
係
の
史
料
が
不
充
分
で
あ

り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
今
後
さ
ら
に
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
次
に

土
地
形
態
の
特
徴
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
九
十
九
里
浜
平
野
は

隆
起
海
岸
平
野
と
い
わ
れ
、
そ
の
海
退
現
象
に
よ
っ
て
新
し
い
砂
浜
が
形
成
さ
れ
、

そ
こ
は
浜
芝
地
さ
ら
に
は
塩
場
頭
と
な
っ
て
、
網
干
場
・
干
鰯
製
造
の
干
場
・
漁
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

納
屋
場
・
蔵
納
屋
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
享
保
期
に
な
る
と
、
こ
の
浜
芝
地

な
い
し
塩
場
頭
が
新
田
開
発
の
対
象
と
な
り
、
享
保
二
十
年
、
宝
暦
十
一
年
、
安
永

三
年
、
の
三
回
に
わ
た
り
高
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
九
十
九
里
沿
岸
村

は
、
内
陸
か
ら
海
岸
に
む
か
っ
て
岡
集
落
、
新
田
集
落
、
納
屋
集
落
の
順
に
配
列
し

て

い

る
の
で
あ
る
。
新
田
は
い
ず
れ
も
短
冊
形
に
仕
切
ら
れ
、
割
地
の
形
で
高
請
さ

194
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れ
て

い

る
。
次
の
史
料
は
そ
の
様
子
を
表
わ
し
て
い
る
。

　

「
　

連
判
証
文
之
事

　
　
一
、
此
度
浜
通
御
領
地
御
検
地
被
遊
候
処
、
壱
割
半
割
と
割
合
二
付
北
ハ
地
所

　
　
長

ク
御
座
候
得
共
土
地
悪
敷
、
南
ハ
東
西
短
御
座
候
得
共
土
地
北
よ
り
能
御
座

　
　
候
二
付
、
惣
百
姓
願
ヲ
以
平
均
二
御
検
地
申
請
候
、
塩
場
付
小
割
之
場
所
ハ
本

　
　
割
壱
割
之
四
分
位
二
相
定
申
候
、
尤
此
御
新
田
初
引
請
之
節
よ
り
左
之
通
二
割

　
　
合
致
申
候
二
付
、
巳
後
弥
相
互
二
難
渋
無
之
御
年
貢
永
納
等
右
の
通
り
割
合
可

　
　
仕
候

　
　
一
、
道
江
松
植
出
シ
申
間
敷
候
、
道
幅
弐
間
壱
尺
壱
割
七
間
六
尺
五
寸
間
二
御

表1　粟生村人ロ統計

年代 戸数 男

人

女

口

合計
1戸当り

平均人数
史　料

安永4 155 436 379 815 5．2 同年村鑑銘細帳

寛政5 138 房総叢書

文政11 144 750 5．2 同年農間商渡世のもの名前取調書

天保4 146 857 5．9 同年農間商渡世のもの名前取調書

天保14 147 941 6．5 上総国山辺郡粟生村外四拾

三ケ村組合商渡世取調帳

慶応3 159 811 5．1 同年五人組帳

明治4 184 1041 5．6 同年五人組帳

（山口和雄『九十九里旧地曳網漁業』から引用、但し一部修正を加える）

表2・粟生村本田所有状況
単位：人

20石以上 10石以上 5石以上 1石以上 1石未満 合　計

享和1 3 1 2 24 40 70

明治3 1 2 7 17 42 69

＊史料＝各年年貢割合帳

（山口和雄『九十九里旧地曳網漁業』より）

表3　飯高家所持高
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
座
候
…
…
」

　
概
略

な
が
ら
九
十
九
里
地
方
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
述
べ
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
分

析
す
る
「
田
畑
奥
印
帳
」
に
、
「
御
用
地
」
何
割
、
「
塩
場
付
」
何
割
と
い
っ
た
こ
と

ば
が
頻

出
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
新
田
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
前

掲
史
料
か
ら
も
明
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
場
合
の
「
壱
割
」
は
必
ず
し
も
同
一
の

面
積
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

②
粟
生
村
の
「
田
畑
奥
印
帳
」
の
検
討

こ
こ
で
は
、

安永2 享和6 天保期 明治3

20石7斗2升 31石5斗6升 45石7斗6升 54石4斗3升

＊史料：各年年貢割合帳

九
十
九
里
沿
岸
の
漁
村
で
あ
る
粟
生
村
に
お
い
て
、
幕
末
期
に
展
開

　
　
す
る
土
地
移
動
の
実
態
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
。

　
　
　
使
用
す
る
史
料
は
「
天
保
六
未
年
　
田
畑
奥
印
帳
」
、
「
元
治

　
　
元
甲
子
年
五
月
　
田
畑
奥
印
帳
」
、
「
慶
応
三
卯
年
八
月
　
田
畑

　
　
奥
印
帳
」
の
三
冊
で
あ
る
。
「
天
保
六
未
年
　
田
畑
奥
印
帳
」
は
、

　
　
天
保
六

年
九
月
か
ら
嘉
永
六
年
七
月
ま
で
の
約
二
〇
年
間
に
お

　
　
け
る
質
地
・
譲
地
・
質
地
請
返
そ
の
他
の
証
文
を
記
帳
し
た
も

　
　
の

で
、
一
冊
で
か
な
り
の
厚
さ
の
史
料
で
あ
る
。
「
元
治
元
甲

　
　
子
年
五
月
田
畑
奥
印
帳
」
は
、
質
地
請
返
に
つ
い
て
は
天
保
十

　
　
年
の
証
文
か
ら
み
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
元
治
元
年
五
月

　
　
か

ら
元
治
二
年
四
月
ま
で
一
年
分
の
土
地
移
動
に
つ
い
て
記
し

　
　
た
史
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
慶
応
三
卯
年
八
月
　
田
畑
奥

　
　
印
帳
」
は
、
表
紙
に
小
さ
く
「
卯
辰
巳
年
五
月
迄
」
と
記
さ
れ

て

い

る
よ
う
に
、
慶
応
三
年
八
月
か
ら
明
治
二
年
五
月
ま
で
の

土
地
移
動
の
状
況
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
土
地
移
動

に
つ
い
て
は
、
天
保
六
年
九
月
か
ら
嘉
永
六
年
七
月
ま
で
と
、

元

治
元
年
五
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
、
慶
応
三
年
八
月
か
ら
明

治
二
年
五
月
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
で
き
る
が
、
嘉
永
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六

年
八
月
か
ら
元
治
元
年
四
月
、
慶
応
元
年
五
月
か
ら
三
年
七
月
に
つ
い
て
は
正
確

な
デ
ー
タ
を
得
る
事
は
で
き
な
い
。

　
質
地
に
つ
い
て
は
、
質
地
請
返
の
証
文
に
質
入
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
質
入
状
況
は
わ
か
る
が
、
も
と
よ
り
そ
れ
の
み
で
は
欠

落
部
分
の
質
入
状
況
を
把
握
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
天
保
六
年
、
嘉
永

六
年
、
慶
応
三
年
、
明
治
二
年
に
つ
い
て
は
、
一
年
分
の
統
計
が
と
れ
な
い
の
で
、

後
に
質
地
・
請
返
・
譲
地
に
つ
い
て
検
討
す
る
表
4
、
6
、
8
、
9
、
1
1
に
つ
い
て

は
以
上
の
部
分
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
記
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
但
し
、
元
治
元
年

に
限
り
、
元
治
元
年
五
月
か
ら
翌
年
四
月
を
元
治
元
年
一
年
分
と
み
な
し
集
計
す
る

こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
元
治
元
年
と
慶
応
三
年
の
奥
印
帳
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
九
冊

之
内
六
番
」
、
「
九
冊
之
内
九
番
」
と
小
さ
く
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
飯
高
家

の

「
田
畑
奥
印
帳
」
が
、
嘉
永
六
年
に
、
天
保
六
年
か
ら
嘉
永
六
年
ま
で
の
土
地
証

文

を
ま
と
め
て
「
天
保
六
年
　
田
畑
奥
印
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
あ
と
、
明
治
二
年
に
、

そ
の
後
に
続
く
安
政
元
年
か
ら
明
治
二
年
五
月
ま
で
の
「
田
畑
奥
印
帳
」
を
整
理
し

て
、
年
ご
と
に
一
番
か
ら
九
番
ま
で
番
号
を
つ
け
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
う

ち
の
六
冊
目
す
な
わ
ち
元
治
元
年
の
「
田
畑
奥
印
帳
」
と
、
九
冊
目
す
な
わ
ち
慶
応

三

年
か
ら
明
治
二
年
ま
で
を
記
し
た
「
田
畑
奥
印
帳
」
の
二
冊
が
現
在
残
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
飯
高
家
文
書
と
し
て
残
さ
れ
た
三
冊
の
「
田
畑
奥
印
帳
」
は
い
ず
れ
も
書
式
は
統

一
さ
れ
て
お
り
、
質
地
に
つ
い
て
は
、
質
地
主
、
請
人
、
金
主
の
名
前
と
質
入
反
別
、

代
金
、
譲
地
に
つ
い
て
は
譲
主
、
請
人
、
金
主
の
名
前
と
譲
地
反
別
、
礼
金
が
記
さ

れ
て

い

る
。
質
地
請
戻
に
つ
い
て
は
、
質
入
証
文
に
何
月
何
日
に
請
戻
さ
れ
た
旨
の

追
記
が

な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
請
戻
証
文
と
の
二
形
態
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
念

の
た

め

に
付
言
す
る
と
、
こ
の
三
冊
は
飯
高
家
個
人
の
質
地
集
積
を
記
し
た
も
の
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
粟
生
村
の
土
地
移
動
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
質
入
の
動
向
か
ら
み
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
表
4
は
、
上
記
の
理
由
に
よ

り
天
保
六
年
、
嘉
永
六
年
、
慶
応
三
年
、
明
治
二
年
を
除
い
た
、
天
保
七
年
か
ら
明

治
元
年
ま
で
の
質
地
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
質
入
件
数
か
ら
み
て
み
る
と
、

二
、
三
年
を
周
期
と
し
て
大
き
く
変
動
し
て
い
る
が
、
天
保
九
年
の
二
〇
件
を
ピ
ー

ク
に
あ
と
は
し
だ
い
に
件
数
が
減
少
し
て
お
り
、
嘉
永
三
年
に
は
二
件
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
明
治
元
年
に
は
二
六
件
と
な
り
幕
末
維
新
期
に
か
け
て
急
増
し
て
い
る
。

弘
化
三
年
に
極
端
に
質
地
反
別
が
多
い
の
は
、
こ
の
年
五
月
に
飯
高
俊
次
郎
が
関
下

村
佐
五
右
衛
門
に
対
し
て
下
々
畑
一
町
三
反
一
畝
七
歩
を
二
筆
、
代
金
一
二
五
両
、

二

十
年
季
で
質
入
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
質
地
は
同
年
十
二
月
に
は
請
戻
さ

れ
て

い

る
の
で
、
飯
高
家
が
一
時
的
に
大
金
を
必
要
と
し
た
た
め
に
と
っ
た
非
常
手

段

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
弘
化
三
年
は
既
に
不
漁
期
に
入
っ
た
時
期
で
あ
る
と
い
わ

れ
て

お
り
、
漁
業
経
営
維
持
の
た
め
に
大
金
が
必
要
と
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

元

治
元
年
か
ら
明
治
元
年
に
か
け
て
の
質
入
反
別
の
増
加
は
質
入
件
数
の
増
加
と
比

例

す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
田
畑
山
一
件
平
均
の
質
入
反
別
に
つ
い
て

は
、
天
保
十
二
年
、
弘
化
三
年
、
嘉
永
四
年
に
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
以
後
は
大
き

な
変
化
は
な
く
六
畝
か
ら
七
畝
前
後
で
あ
る
。
弘
化
三
年
の
値
が
大
き
い
の
は
前
述

の

如
く
飯
高
家
に
よ
る
質
入
が
主
な
原
因
で
あ
る
。

　

質
地
金
額
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
年
に
よ
っ
て
非
常
に
大
き
な
変
動
が
み
ら
れ
る

が
、
質
地
反
別
の
変
動
と
比
較
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
こ
と
に
天
保
・
弘
化
期
に
お

い

て

は
そ
の
変
動
が
必
ず
し
も
相
関
関
係
を
示
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
質
地
反
別

が
減
少
し
て
も
質
地
金
額
が
減
少
し
て
い
な
い
時
期
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
時
期
が

み

ら
れ
る
。
こ
れ
は
後
に
み
る
譲
地
も
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
天
保
十
年
か
ら
十

一
年
に
か
け
て
と
天
保
十
四
年
か
ら
弘
化
初
年
に
か
け
て
で
あ
る
。
逆
の
例
は
、
天

保
九
年
か
ら
十
年
、
嘉
永
三
年
か
ら
四
年
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
弘
化
三
年
に
は
、
反

別
が
大
き
い
わ
り
に
金
額
が
小
さ
く
、
逆
に
嘉
永
四
年
以
降
に
な
る
と
反
別
に
比
較

し
て
金
額
の
上
昇
が
著
し
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
反
当
り
の
金
額
の
変
化
に
も
あ
ら

わ

れ
て

く
る
。
反
当
り
の
金
額
も
極
め
て
不
安
定
に
変
動
を
く
り
か
え
し
、
ゆ
る
や

か

に
上
昇
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
質
地
代
金
の
変
則
性
は
田
畑
の
等
級
や
種
類
に
つ
い
て
み
て
も
あ
ら
わ
れ
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表4　質地の変化

年　代

件

数

件

筆
数
筆

質地反別

A畝・歩B・C割

質地金

両・分・朱

質
入
人
人

質
請
人
人

1反（割）

平均質入
金

両・分・朱

1件平均
質入反別

A畝・歩B・C割

1件平均
質入金

両・分・朱

1人平均
質入反別

A畝・歩B・C割

1人平均
質入金

両・分・朱

1人平均
質請反別

A畝・歩B・C割

1人平均
質請金

両・分・朱

1筆平均
質入反別

A畝・歩
B・C割

1筆平均
質入金

両・分・朱

天保7A
　　　C
　　　計

11

2
1
3

33

2
3
5

77・6

6・0

58・1・0

10・0・0

68・0・0

5
1
6

5
2
7

7・2・0

1・2・2

2・10

3・0

5・1・0

5・1・0

15・13

　6・0

11・2・2

10・0・0

15・3

3・0

11・2・2

5・0・0

2・10

3・0

1・3・0

5・0・0

天保8A計 6 16 47・11 （34・3・0） 5 6 （7・1・1） 2・18 （5・3・0） 9・14 （6・3・4） 7・26 5・3・0 2・28 （2・0・2）

天保9A
　　　B
　　　計

14

6
2
0

25

7
3
2

76・0

8・5

66・3・0

62・0・0

128・3・0

10

3
1
3

11

5
1
6

8・2・2

7・1・0

3・1

1・4

4・3・0

10・1・1

7・18

2・8

6・2・2

20・2・2

6・27

1・7

6・0・1

12・1・3

3・1

1・2

2・2・2

8・3・1

天保10A

　　　B
　　　C
　　　計

10

1
1
1
2

35

1
1
3
7

89・29

　1・0

　1・0

35・1・0

4・0・0

1・2・0

40・3・0

8
1
1
1
0

7
1
1
9

3・3・3

4・0・0

1・2・0

2・24

1・0

1・0

3・2・0

4・0・0

1・2・0

11・7

1・0

1・0

4・1・2

4・0・0

1・2・0

12・25

　1・0

　1・0

5・0・0

4・0・0

1・2・0

2・24

1・0

1・0

1・0・1

4・0・0

1・2・0

天保11A

　　　B
　　　計

12

1
1
3

30

1
3
1

85・29

　1・0

（116・1・1）

　4・2・1
（120・3・2）
6
1
7

5
1
6

（12・2・1）

　4・2・1

7・24

1・0

（9・3・1）

6・0・1

14・9

1・0

（18・0・0）

　4・2・1

17・3

1・0

21・2・0

4・2・1

2・28

1・0

（3・2・3）

4・2・1

天保12A

　　　D
　　　計
8
1
9

21

2
2
3

83・10

　2・0

53’0・3

1・0・0

54・0・3

8
1
9

8
1
9

6・1・2

0・2・0

10・12

　2・0

6・2・2

0・2・0

10・12

　2・0

6・2・2

0・4・0

10・12

　2・0

6・2・2

1・0・0

3・29

1・0

2・2・2

0・2・0

天保13A計 7 15 43・12 42・0・2 6 7 9・2・1 6・6 6・0・0 7・7 7・0・0 6・6 6・0・0 2・26 2・3・0

天保14A計 10 27 77・20 （87・0・0） 7 9 （11・0・1） 7・23 （8’2・3） 11・2 （12・1・2） 8・18 （9・2・2） 2・26 （3・0・3）

弘化元A

　　　B
　　　計

10

1
1
1

42

1
4
3

70・17

　1・0

（142・0・0）

　8・0・0
（150・0・0） 6
6

6
1
7

（20・0・1）

　8・0・0

7・1

1・0

（14・0・3）

　8・0・0

11・2

1・0

（23・2・2）

　8・0・0

11・22

　1・0

（23・2・2）

　8・0・0

1・21

1・0

（3・1・3）

8・0・0

弘化2A計 6 20 39・20 64・0・0 4 6 16・0’2 6・18 10・2・2 9・27 16・0・0 6・18 10・2・2 2・2 3・1・1

弘化3A
　　　B
　　　C
　　　計

8
1
9

11

2
1
3

296・23

　1・0

　1・0

165・3・0

　8・0・0

173・3・0

8
1
9

7
1
8

5・1・3 37・2 20・2・3 37・2 20・2・3 42・11 23・2・2 26・29 15・0・1

弘化4A計 6 18 45・28 85・0・0 5 6 16・3・2 7・21 14・0・2 9・5 17・0つ 7・19 14・0・4 2・16 4・2・3

嘉永元A計 2 7 14・25 9・2・0 2 2 6・1・2 7・12 4・3・0 7・12 4・3・0 7・12 4・3・0 2・3 1・1・1

嘉永2A
　　　B
　　　計

9
1
1
0

39

2
4
1

77・21

　2・0

99・2・0

　9・0・0

108・2・0
7
1
8

9
1
1
0

12・3・0 8・19 11・0・0 11・3 14・0・3 8・19 11・0・0 1・29 2・2・0

嘉永3A計 2 3 13・9 35・0・0 2 2 6・2・1 6・19 17・2・0 6・19 17・2・0 6・19 17・2・0 4・13 11・2・2

嘉永4A計 3 8 32・10 28・0・0 3 3 8’2・2 10・23 9・1・1 10・23 9・1・1 10・23 9・1・1 4・1 3・2・0

嘉永5A計 7 18 47・9 105・1・0 4 7 22・0・2 6・22 15・0・0 11・24 26・1・1 6・22 15’0・0 2・18 5・3・1

元治元A

　　　B
　　　C
　　　計

10

2
1
1
3

21

3
1
2
5

73・11

4・75

　0・5

178・2・0

（38・0・0）

227・2・0

11

2
1
1
4

8
2
1
1
1

24・0・3

（8・0・0）

7・10

2・36

17・3・1

（4・0・0）

6・20

2・36

4・0・0

（4・0・0＞

10・6 28・2・1 3・14

1・58

　8・2・0

（12・2・2）

明治元A計 26 70 196・6 814・1・0 13 19 41・1・1 7・16 31・1・1 15・2 62・2・2 10・9 42・3・1 2・24 11・2・2

（　）＝不明分有　　A＝田畑山　　B＝御用地　　C＝塩場付　　D＝沼地

史料　各年田畑奥印帳　但し、天保6年・嘉永6年・慶応3年・明治2年分は除く。
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て

く
る
。
表
5
は
各
年
代
ご
と
の
反
当
り
の
質
地
金
額
に
つ
い
て
田
畑
の
等
級
別
に

記

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
天
保
九
年
の
よ
う
に
反
当
り
の
金
額
が
中
・
下
畑
よ
り
も

下
畑
の

方
が
、
ま
た
弘
化
三
年
の
よ
う
に
中
畑
よ
り
下
畑
の
ほ
う
が
高
い
場
合
が
み

ら
れ
、
ま
た
同
じ
等
級
の
田
あ
る
い
は
畑
で
も
年
に
よ
っ
て
そ
の
金
額
に
大
き
な
変

動
が
み
ら
れ
る
。
但
し
、
塩
場
付
、
御
用
地
、
上
沼
に
つ
い
て
は
反
当
り
で
は
な
く
、

且

つ

一
定
の
広
さ
を
示
し
て
い
な
い
壱
割
当
り
の
金
額
で
あ
る
た
め
、
田
畑
と
の
比

較

は
こ
の
表
か
ら
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
質
地
金
額
は
必
ず
し
も
田
畑
の
等
級
に
比
例
す
る
も
の
で
も
な
い
と

い

う
こ
と
、
す
な
わ
ち
漁
民
間
の
質
地
金
融
が
必
ず
し
も
土
地
の
広
さ
・
等
級
に
と

ら
わ
れ
な
い
で
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
質
地
金

額

は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
し
て
、
何
を
基
準
に
し
て
決
定
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
点
の
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
質
地
に
関
し
い
ま
少
し
付
け
加
え
る
と
、
表
6
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
質
入
地
の
大

半
が
下
田
・
下
畑
・
下
々
畑
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
一
筆
あ
た
り
の
質
入

反
別
は
平
均
三
畝
二
歩
で
あ
り
、
細
分
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次

に
流
地
の
デ
ー
タ
を
み
て
み
よ
う
。
天
保
六
年
か
ら
明
治
二
年
ま
で
の
間
に
流

地

と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
表
7
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
天
保
九
年
に
二
件
、
元

治
元
年
に
四
件
、
計
六
件
の
み
で
あ
り
、
記
載
も
れ
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
極
め
て

わ
ず
か
で
あ
る
。

　
一
方
質
地
請
返
の
方
を
み
て
み
る
と
、
各
年
何
件
か
の
請
返
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、

質
地
の
大
半
が
質
入
者
に
よ
っ
て
請
戻
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
質
地
請
返
の
変
化
を
表
8
で
詳
し
く
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
請
戻
件
数
は
天
保

七
・
九
・
十
三
年
、
弘
化
元
年
、
嘉
永
元
年
、
四
年
に
山
場
を
つ
く
り
な
が
ら
、
二

年
か
ら
三
年
ご
と
に
変
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
変
化
の
特
徴
と
し
て
い
え
る
こ
と

は
、
表
4
と
比
較
し
て
み
る
と
、
天
保
七
年
か
ら
十
年
と
元
治
以
降
を
除
く
と
、
概

し
て
質
入
件
数
が
増
加
し
た
時
に
は
請
返
件
数
が
減
少
し
、
質
入
件
数
が
減
少
し
た

時
に
は
請
返
件
数
が
増
加
す
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
天
保
七
年
か
ら
十
年
、

慶
応
元
年
か
ら
明
治
期
に
お
い
て
質
入
件
数
と
請
返
件
数
と
が
比
例
し
て
い
る
の
は
、

質
地
を
請
返
す
の
と
同
時
に
再
度
質
入
を
し
て
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
た
め
で
あ

る
。
ま
た
、
又
質
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
流
地
に
な

る
例
は
少
な
く
、
大
半
は
元
地
主
に
請
戻
さ
れ
て
い
る
。

　
請
返
件
数
で
み
る
と
天
保
七
年
が
最
高
で
あ
る
が
、
請
返
反
別
で
み
る
と
弘
化
三

年
、
嘉
永
元
年
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
一
件
あ
た
り
の
請
返
反
別
で
み
る
と
弘
化
三

年
が
も
っ
と
も
高
く
、
嘉
永
元
年
が
そ
れ
に
次
い
で
い
る
。
弘
化
三
年
に
請
返
反
別

が
増
加
し
た
の
は
、
既
述
の
と
お
り
こ
の
年
五
月
に
飯
高
家
が
関
下
村
佐
五
右
衛
門

に
大
量
に
質
入
し
た
が
、
十
二
月
に
請
戻
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
嘉
永
元
年
の
方

は
、
粟
生
村
の
も
う
ひ
と
り
の
網
主
で
あ
る
重
兵
衛
が
こ
の
年
同
村
の
惣
八
、
儀
左

衛
門
両
人
か
ら
下
田
、
下
畑
を
大
量
に
請
戻
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

網
元
二
人
の
土
地
移
動
が
数
値
上
で
は
非
常
に
大
き
な
影
響
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
二
人
の
網
元
が
奥
印
帳
に
出
て
く
る
回
数
は
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な

い
。
ま
ず
重
兵
衛
に
つ
い
て
み
る
と
、
嘉
永
五
年
藤
下
村
藤
十
か
ら
三
年
季
で
下
田

一
畝
二
八
歩
、
下
畑
一
畝
四
歩
を
代
金
五
両
で
、
嘉
永
六
年
に
は
八
左
衛
門
か
ら
三

年
季
で
下
畑
五
畝
二
〇
歩
を
代
金
三
両
で
質
に
取
っ
て
い
る
。
ま
た
請
返
で
は
、
重

兵
衛

が
、
天
保
七
年
弥
左
衛
門
か
ら
下
田
五
畝
三
歩
、
下
畑
八
歩
、
山
一
二
歩
を
、

嘉
永
元
年
に
は
惣
八
か
ら
下
田
六
畝
一
二
歩
、
儀
左
衛
門
か
ら
下
田
七
反
七
畝
一
九

歩
、
下
畑
九
畝
五
歩
を
請
返
し
て
お
り
、
嘉
永
四
年
に
は
重
兵
衛
が
治
右
衛
門
に
対

し
て
下
田
一
反
一
畝
三
歩
を
質
入
し
て
い
る
。
俊
次
郎
の
方
は
、
弘
化
三
年
に
は

下
々

畑
五
歩
を
礼
金
二
両
で
左
内
か
ら
譲
り
う
け
て
い
る
が
、
同
年
関
下
村
佐
五
右

衛

門
に
二
十
年
季
で
下
々
畑
二
町
六
反
二
畝
一
四
歩
を
一
二
五
両
に
て
質
地
に
入
れ

て

い

る
。
こ
れ
は
弘
化
三
年
中
に
請
戻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
弘
化
五
年
下
畑
二

畝
一
六
歩
を
代
金
二
両
二
分
で
長
右
衛
門
よ
り
質
地
に
と
っ
て
い
る
。
ま
た
天
保
七

年
下
田
三
畝
一
六
歩
を
治
朗
兵
衛
に
返
却
し
、
同
年
下
畑
一
反
四
畝
二
八
歩
、
下
田

七

畝
一
二
歩
を
重
兵
衛
に
か
え
し
て
い
る
。
以
上
が
、
二
人
が
奥
印
帳
に
出
て
く
る
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表5　等級別質地反（割）当りの質地金額

中田 下田 中畑 中ノ下畑 下畑 下々畑 山 ＊塩場付 ＊御用地 本屋敷 ＊上沼 新田

両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱

天保6 5・2・3 2・2・0 6・1・2

7 7・0・0 1・2・4

8 7・0・0

9 30・2・1 1・3・0 13・3・1 6・2・0

10 37・2・0 1・2・0 3・1・0

11 19・3・2 93・3・0

12 3・3・0 62・0・2 2・0・0

13 7・2・0

14 10・3・2 6・3・0 16・2・3

弘化元 8・0・0

3 14・0・1 4・3・2 13・3・0 4・3・0 63・1・3

嘉永3 51・1・2

5 12・1・0 7・2・0

慶応3 11・3・1 34・1・0

＊＝1割当り

史料：各年田畑奥印帳

表6　田畑等級・種類別質入筆数・反別

上田 中田 下田 中畑 中ノ下畑 下畑 下々畑 山 新田 塩場付 御用地 本屋敷 上沼

年　代 「筆櫛・歩 1筆i畝歩 T筆漸・歩 T筆i畝歩 　r筆撤・歩
　「
筆i畝渉

　「
筆漸・歩

「

筆i畝歩
「筆撤・歩

筆1割 到　割 　τ筆1畝・歩 筆1割
天保7

　8
　9
　10
　11
　12
　13
　14
弘化元

　2
　3
　4
嘉永元

　2
　3
　4
　5
元治元

明治元

i
～
i
i
1
1
2
・
O
i
l
i
1
・
2
9
1
i
1
・
2
9
4
1
9
・
6
1
i
i
i
1
1
1
・
2
5
i
～
i
2
i
4
・
O
l

1
2
i
2
2
・
2
2
3
1
8
・
9
　
｜
4
1
8
・
6
　
1
2
1
6
・
2
7
　
i
　
‘
5
1
2
2
・
1
0
　
1
2
1
2
0
・
4
2
i
7
・
・
6
2
1
5
・
1
0
2
i
4
・
1
3
3
1
2
・
1
9
　
i
　
i
　
I
8
1
1
5
・
1
　
i
　
～
1
1
2
・
1
0
　
‘
3
1
1
2
・
1
0
1
i
2
・
2
9

1
2
i
　
8
’
2
1
8
1
2
6
・
6
1
5
1
5
9
・
・
2
1
0
1
2
7
・
1
1
1
1
8
1
5
2
・
2
9
6
i
2
1
・
2
3
8
i
2
1
・
1
7
1
5
i
3
6
・
1
8
1
2
1
3
7
’
3
6
i
1
2
・
2
7
5
1
2
1
・
8
1
5
i
3
9
・
4
4
i
　
1
0
・
2
0
　
…
2
2
1
2
4
・
1
0
　
‘
1
1
5
・
1
3
　
1
3
｝
1
1
“
5
1
1
i
2
9
・
2
1
0
i
4
6
・
1
3
　
1
5
4
1
1
6
3
・
5

i
1
1
1
・
7
｝
1
1
1
・
1
9
i
l
i
5
・
0
5
ほ
8
・
1
8
i
i
l
l
o
・
1
4
1
1
5
・
2
6
1
1
3
・
0
…
1
i
O
・
2
4
i
‘
3
1
1
・
7
i
｜
i
i
2
1
4
・
7
｝

‘5133・0

Il113・12

1
2
i
1
0
・
0
3
1
1
3
・
9
1
1
1
6
・
1
8
‘
1
1
3
・
9
i
i
i
i
i
l
1
1
3
・
1
6
～
i
2
i
　
6
・
1
8
‘
1
1
3
・
1
2

5
i
1
2
・
2
3
4
1
1
1
・
1
9
1
4
1
　
4
・
1
8
‘
2
1
1
6
5
・
9
1
η
7
3
・
0
「
1
1
　
4
・
2
1
1
3
1
　
9
◆
2
7
i
　
9
・
2
2
2
2
1
1
6
・
1
6
1
0
i
1
5
・
2
6
1
1
　
5
・
2
1
2
1
　
5
・
4
1
3
1
　
4
・
5
1
4
1
　
5
・
2
6
i
‘
5
1
2
1
・
5
6
i
　
9
・
2
7
1
1
4
・
3
1
3
i
3
1
・
1
6

i
～
i
2
1
　
0
・
1
2
i
i
i
i
‘
i
l
2
1
2
6
1
・
1
4
｝
i
i
1
1
0
・
1
0
I
i
i
1
1
　
0
・
8

…
i
｜
3
1
1
i
i
l
…
1
巨
・
2
2
｜
1
1
0
・
1
8
i
i
i
i
｛
｜
…
2
i
O
・
1
5
3
i
O
・
2
0

i
～
i
i
i
i
I
2
1
1
1
・
2
8
1
i
l
i
i
i
〔
i
i
l

2i　6・0
｜
i
1
1
　
1
・
0
｝
l
i
i
｜
1
i
／
．
O
i
i
l
｝
｜
…
1
i
O
・
5
i

i
～
7
i
　
9
・
5
0
¶
2
1
2
・
O
i
i
i
i
1
1
1
・
o
i
1
1
1
・
O
i
l
1
1
2
・
O
i
i
I
i
3
i
4
・
7
5
‘
1
1
1
・
0

i
～
i
i
I
1
1
2
・
1
0
1
i
～
i
1
1
0
・
2
6
i
i
i
i
｜
i
　
1
1
0
・
1

i
～
i
i
l
1
1
　
2
・
O
i
i
｜
i
i
i
i
i
…
i
i
I

計
10120・29　1 501141・6　1

235i655・7
17i42’2　）

17i83・4
1191310・4　1

6
1
2
6
2
・
1
4
1

1113・15　‘

2
1
1
1
・
2
8
1

5i　8’5
16121・25　‘

3
1
3
・
7
｜

1i　2・0

史料：各年田畑奥印帳　但し、天保6年・嘉永6年・慶応3年・明治2年分は除く。

表7　流地の変化

質流年

　　　年

件
数
件

筆
数
筆

流地
反別
A畝・歩B・C割

（代金）

両・歩・朱

質入
人数

　人

質請
人数

　人

1反（割）

平均代金

　両・歩・朱

　1件
平均反別
　A畝・歩　B・C割

　1件
平均代金

　両・歩・朱

質入人1人
平均反別
　　A畝・歩　　B・C割

　1人
平均代金

　両・歩・朱

質請人1人
平均反別
　　A畝・歩　　B・C割

質請人1人
平均代金

　両・歩・朱

　1筆
平均反別

　A畝・歩
　B・C割

　1筆
平均代金

　両・歩・朱

天保9C
元治元A 2
4
2
6

3・0

30・2

　9・0・0

137・2・0 2
2
1
4

3・0・0 1・5

7・21

4・2・0

34・1・2

　1・5

15・13

4・2・0

68・3・0

3・0

7・21

9・0・0

34・1・2

1・5

5・4

4’2・0

22・3・2

A＝田畑山　　C＝塩場付
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表8　質地請返の変化

請返年
件
数
件

筆
数
筆

請返
反別
A畝・歩B・C割

質入
人数
（請返人）　　人

質請
人数

（金主）人

1件平均
請返反別
　A畝・歩　B・C割

1人平均
請返反別

　A畝・歩
　B・C割

1筆平均
請返反別
　A畝・歩　B・C割

天保7A
　　　　B

10

3

16

3

46・12

　4・0 9
3
8
3

4・19

1・3

5・4

1・3

2’27

1・3

8　A 1 1 1・0 1 1 1・0 1・0 1・0

9　A

　B

11

1

25

2

71・9

2・5

10

1

11

2

6・14

2・5

7・3

2・5

2・25

1・25

10　A 7 16 26．21 6 7 3・24 4・13 1・20

11B 1 1 1・0 1 1 1・0 1・0 1・0

13A

　C 5
1

14

2

40・2

2・0 3
2
3
2

8・0

2・0

13・10

　1・0

5・0

1・0

弘化元A 6 11 29・20 5 5 4・28 5・28 2’20

2　A 4 7 26・22 4 4 6・20 6・20 3・24

3　A

　B
　C

1
1
2
1
1

262’27

　1・0

　0・5

2 2 262・27 131・13 131・13

4　A 3 5 15・15 3 3 5・5 5・5 3・3

嘉永元A 8 45 264・0 4 4 33・0 66・0 5・26

2　A 6 18 40・3 5 5 6・20 8・0 2・6

3　A

　C

3

6
2

16・10 3 3 5・13 5・13 2・21

4　A

　C

7 14

1

67・10

　1・5 4
1
6
1

9・18 16・25 4・24

5　A 3 10 8・29 2 2 2・29 4・14 0・26

元治元A 3 9 31・25 3 3 10・18 10・18 3・16

明治元A 8 29 74・17 4 5 9・9 18・19 2・17

す
べ
て
の
場
合
で
あ
る
。
彼
ら
の
内
、
特
に
飯
高
家
は
有
数
の
大
地
主
で
あ
り
、
前

述
の
ご

と
く
幕
末
期
に
お
い
て
も
そ
の
所
持
高
が
の
び
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
い

さ
さ
か
不
可
解
な
気
は
す
る
が
、
奥
印
帳
の
記
載
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
こ
の
村
に
お

い
て

は

流
地
の

例
が
少
な
く
大
半
は
請
戻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
る
と
、

少

な
く
と
も
天
保
期
以
降
幕
末
ま
で
は
村
内
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
流
地
に
よ
る
大

規
模

な
質
地
集
積
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
明
治
初
年
質
地
件
数

が
急
増

し
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
だ
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な

い
。

　
土
地

移
動
の
今
一
つ
の
形
態
と
し
て
譲
地
が
あ
げ
ら
れ
る
。
譲
地
は
譲
る
側
に
主

体
が
あ
っ
て
、
譲
ら
れ
る
側
は
礼
金
を
支
払
っ
て
土
地
を
入
手
す
る
わ
け
で
あ
り
、

い

ま
だ
に
土
地
所
有
権
が
元
地
主
に
強
く
残
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
示
し
て
お
り
、
実
際

A；田畑山　　B＝御用地　　C＝塩場付

史料：各年田畑奥印帳但し、天保6年・嘉永6年・慶応3年・明治2年分は除く。

ろ
で
み
た
の
と
同
様
に
、

　
ま
た
譲
地
で
特
徴
的
な
の
は
、

地
金
額
と
は
か
な
り
の
違
い
を
み
せ
て
い
る
。

二
年
、
弘
化
三
年
、

嘉
永
二
年
の
よ
う
に
質
地
代
金
の
反
当
り
金
額
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
場
合
も
み
ら
れ
る
。

ま
た
質
地
の
時
と
同
様
に
、
譲
地
に
お
い
て
も
田
畑
の
等
級
・
種
類
別
に
反
当
り
金

額
を
出
し
た
の
が
表
1
0
で
あ
る
。
譲
地
も
質
地
同
様
に
そ
の
金
額
が
田
畑
の
等
級
に

比
例

し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
年
ご
と
の
金
額
の
変
動
は
質
地
の
場
合
以
上
に

大

き
い
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
表
H
に
よ
っ
て
譲
地
の
場
合
も
下
田
・
下
畑

が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
粟
生
村
の
三
冊
の
「
田
畑
奥
印
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
る
人
名
は
全
部
で
二
〇
六
名

譲
主

側
も
の
ち
に
な
っ
て
請
返
そ
う
と
し
て
ト
ラ
ブ
ル
を
お
こ
し

て

い

る
例
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
だ
が
実
質
的
に
は
田
地
売
買
と

類
似

し
た
も
の
と
と
ら
え
て
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。
粟
生
村
の

「
田
畑
奥
印
帳
」
で
み
る
限
り
で
は
譲
地
と
記
さ
れ
る
も
の
に
は

二
形
態
あ
っ
て
、
す
ぐ
に
高
額
の
礼
金
を
う
け
と
っ
て
譲
地
に
し

て

し
ま
う
場
合
と
、
例
え
ば
弘
化
元
年
十
二
月
四
郎
兵
衛
が
七
朗

兵
衛

に
下
田
三
畝
二
二
歩
を
譲
地
す
る
さ
い
に
、
こ
の
地
所
は

「
天
保

十
一
年
十
二
月
七
郎
左
衛
門
方
へ
質
地
二
入
置
候
処
、
此

度
譲
地
二
相
成
…
…
」
と
あ
り
、
実
質
的
に
は
流
地
と
思
わ
れ
る

譲
地

も
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
譲
ら
れ
る
側
が
「
乗
金

（上
金

と
も
書
く
）
」
と
い
っ
て
増
金
を
何
両
か
あ
ら
た
め
て
支

払
っ
て
取
引
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
粟
生
村
の
「
田
畑
奥
印
帳
」

で
み

る
限
り
で
は
譲
地
の
件
数
は
天
保
九
年
に
一
〇
件
と
最
高
を

示

し
て
い
る
が
、
以
後
は
そ
れ
ほ
ど
変
化
を
み
せ
ず
む
し
ろ
減
少

の

傾
向
を
示
し
て
い
る
（
表
9
）
。
譲
地
反
別
・
金
額
も
そ
れ
ほ

ど
極
端
な
動
き
を
示
し
て
い
な
い
が
、
質
地
反
別
・
金
額
の
と
こ

　
　
　
そ
の
変
動
は
相
関
関
係
を
示
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　

　
一
反
当
り
の
礼
金
の
金
額
の
大
き
さ
で
あ
り
、
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
が
そ
の
変
動
も
大
き
く
、
天
保
十

　
明
治
元
年
で
は
か
な
り
の
高
額
を
示
し
て
い
る
が
、
弘
化
四
年
、
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表9　譲地の変化

件
数
筆
数 譲地反別

礼金　　　　譲主譲請人（代金）

1反（割）

平均礼金
1件平均
譲反別

1件平均
礼金

1人平均
譲反別

1人平均
受取金額

1人平均
譲請反別

1人平均
支払礼金

1筆平均
譲反別

1筆平均
礼金

年　代

件 筆

A畝・歩

B・C割 両・分・朱 人 人 両・分・朱

A畝・歩

B・C割 両・分・朱

A畝・歩

B・C割 両・分・朱

A畝・歩

B・C割 両・分・朱

A畝・歩

B・C割 両・分・朱

天保7A 2 3 13・6 12・3・0 2 2 9・2・1 6・18 6・1・2 6・18 6・1’2 6・18 6・1・2 4・12 4・1・0

天保8A 3 5 15・7 20・3・2 3 3 33・3・3 5・2 6・3・3 5・2 6・3・3 4・29 9・2’6 3・1 4・0・2

天保9A
　　　B
　　　C
　　　計

7
2
1
1
0

9
2
1
1
2

18・16

　2・5

　1・0

28・2・0

36・0・0

5・0・0
6
1
1
8

7
2
1
1
0

15・1・2

14・1・2

5・0・0

2・19

1・25

1・0

4・0・1

18・0・0

5・0・0

3・2

2・5

1・0

4・3・0

36・0・0

5・0・0

2’19

1・25

1・0

4・0・1

18・0・0

5・0・0

2・1

1・25

1・0

3・0・2

36・0・0

5・0・0

天保10A 3 5 10・12 3 3 3・14 3・14 3・14 2・2

天保11A 4 4 63・9 3 3 15・24 21・3 21・3 15・24

天保12A 2 27 6・23 64・3・2 2 2 95・3・1 3・11 32・1・3 3・11 32・1・3 3・11 32・1・3 0・7 2・1・2

天保13A

　　　C
　　　計 2
2

16

1
1
7

54・7

1・0

105・0・0

　1・0・0 2
1
3

2
1
3

19・1・1 27・3 52・2・0

53・0・0

27・3 52・2・0

35・1・1

27・3 52・2・0 3・11 6・2・1

天保14A 2 4 26・17 108・0・0 2 2 40・2・0 13’8 54・0・0 13・8 54・0・0 13・8 54・0・0 6・19 27・0・0

弘化元A 5 6 16・4 5 5 3・6 3・6 3・6 2・20

弘化2A
　　　B
　　　計 1
1

33

1
3
4

68・24

　1・0

1
1

1 68・24 68・24 68・24 2・20

弘化3A 2 2 1・26 13・0・0 2 2 69・2・1 0・28 6・2・0 0・28 6・2・0 0・28 6・2・0 0・28 6・2・0

弘化4A 5 5 5・13 8・1・0 4 5 15・0・0 1・2 1・2’2 1・10 2・0・1 1・2 1・2・2 1・10 6・2・1

嘉永2A 4 9 22・29 56・3・0 4 3 24・2・1 5・22 14・0・3 5・22 14・0・3 7・19 18・3・2 2・16 6・1・0

明治元A 3 4 8・17 105・0・0 2 2 84・0・0 2・25 35・0・0 4・8 52・2・0 4・8 52・2・0 2・4 26・1・0

A＝田畑山　　B＝御用地　　C＝塩場付

史料：各年田畑奥印帳　但し、天保6年・嘉永6年・慶応3年・明治2年分は除く。

表10　等級別譲地反（割）当りの代金

中田 下田 上畑 中畑 中ノ下畑 下畑 下々畑 山 ＊塩場付 ＊御用地
両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱 両・分・朱

天保6 9・2・2

7
　
　
8

75・0・0

9 39・3・3 14・1・0

10 5・0・0 14・1・2

11 33・3・3 24・3・3

12 9・0・1 40・0・2

13 5・0・0

14 12・1・2

弘化元 29・1・3 19・2・3

3 64・2・3 120・0・0

4 16・3・2 12・1・2 23・1・0 24・3・3

嘉永3
5 16・0・0

慶応3

明治元 165・1・2 110・0・1

2 35・0・1 79・2・3

＊＝1割当り
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表11　田畑等級・種類別譲地筆数・反別

中田 下田 上畑 中畑 中ノ下畑 下畑 下々畑 山 塩場付 御用地

年　代 “一一一「一一一一一’一

筆i畝歩
一一一一 丁一一一一一一一一

筆臓・歩
一一一一 「一一

筆i畝歩
　　「

筆櫛・歩
　「
筆i畝渉

　「
筆i畝・歩 　T筆漸・歩

　「
筆漸・歩 到　割 筆1割

天保7

　　8

　　9

　10
　11
　12
　13
　14
弘化元

　　2

　　3

　　4
嘉永元

　　2

　　3

　　4

　　5
元治元

明治元

l
i
1
1
2
・
1
5
i
　
i
　
i
　
i
　
l
2
i
4
・
0
　
‘
3
1
5
・
1
0
…
1
1
2
・
2
8
　
i
1
1
1
・
2
5
　
i
　
i
　
i
　
i
　
…

　i4117・1　14110・13

　
i
1
｛
0
・
2
2
　
l
　
i
6
1
1
8
・
5
　
i
1
1
3
・
2
2
　
‘
2
1
1
5
0
・
8
　
i
2
i
　
1
・
1
8
　
i
　
，
5
i
1
3
・
2
6
　
｛
　
i
　
i
　
i
2
1
　
1
・
2
8

l
i
i
i
i
i
i
i
i
l
i
　
1
．
2
1
i
i
i
i
i
i
i

　ii112・24

i
　
i
　
i
3
1
1
1
・
1
8
　
i
2
i
O
’
5
4
5
1
8
・
2
6
　
i
　
｛
　
i
　
i
　
i
　
i
　
i
　
i

‘3ほ3・6

i
l
i
l
2
1
6
・
1
8
i
i
l
i
6
・
1
8
i
　
l
i
i
i
i
｛
　
i
　
i

　
i
　
l
3
1
　
2
・
2
4
　
1
3
1
1
0
・
2
2
i
　
5
・
2
4
2
5
i
　
｛
7
1
2
4
・
1
4
　
1
4
1
2
6
・
2
7
　
i
4
i
　
4
・
1
0
　
｝
1
1
0
・
2
4
　
i
3
i
　
7
・
8
　
i
　
i
　
｝
　
i
2
1
　
6
・
1
9

i
i
i
2
1
0
・
1
0
1
1
1
5
7
’
1
3
i
i
i
l
l
1
1
0
・
5
i
i
i
i
i
i
i
‘

i
1
1
0
・
8
i
i
i
i
i
i
i
i
l
i
O
・
3
i
i
i
i
i
l
l

l
i
i
1
1
　
1
・
O
i
i
l
i
　
1
・
O
l
i
l
i
i
i
｛
i
l
i
l

i
i
i
2
1
　
2
・
5
1
i
i
i
i
1
1
　
1
・
O
i
｝
i
i
i
i
i
　
i

計
8116・18　‘ 461117・23　‘

111・21
11i25・2　‘

6126・12↓

541（89・2）
4157・28　‘ 210・11‘ 21　2・0‘

313・5

）＝不明分有史料：各年田畑奥印帳　但し、天保6年・嘉永6年・慶応3年・明治2年分は除く。（

で
、
大
半
は
粟
生
村
村
民
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
四
〇
名
ほ
ど
他
村
民
が
含
ま
れ
て

い

る
。
因
み
に
こ
の
人
数
の
中
に
は
請
け
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
も
の
も
含
ま

れ
て

い

る
。
そ
の
人
数
の
内
訳
は
、
粟
生
村
一
五
〇
名
、
粟
生
ナ
ヤ
一
五
名
、
宿
村

二
名
、
宿
村
新
田
＝
二
名
、
大
沼
村
三
名
、
不
動
堂
村
一
名
、
藤
ノ
下
村
三
名
、
藤

ノ
下
ナ
ヤ
三
名
、
西
屋
敷
村
一
名
、
細
屋
敷
ナ
ヤ
ニ
名
、
貝
塚
村
二
名
、
片
貝
村
五

名
、
細
野
村
一
名
、
関
ノ
下
村
一
名
、
東
金
町
一
名
、
不
明
三
名
と
な
っ
て
い
る
。

他
村
民
の

中
で
も
宿
村
新
田
の
人
々
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、
粟
生
村
と
の
関
係
を

み
て

い
く
う
え
で
も
注
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

　
表
1
2
は
、
質
入
・
質
請
の
地
域
的
な
広
が
り
を
件
数
で
み
た
も
の
で
あ
る
。
や
は

り
粟
生
村
内
に
お
け
る
遣
り
取
り
が
圧
倒
的
に
多
い
。
次
い
で
粟
生
村
民
か
ら
粟
生

ナ
ヤ
の
も
の
へ
の
質
入
が
多
い
の
が
わ
か
る
。
ナ
ヤ
は
、
納
屋
集
落
と
い
っ
て
本
村

に
附
属
す
る
海
付
の
集
落
で
あ
り
、
漁
業
生
産
や
漁
獲
物
の
販
売
に
直
接
た
ず
さ
わ

る
人
々
が
居
住
し
て
い
る
集
落
で
あ
る
。
こ
の
納
屋
集
落
の
も
の
へ
の
質
入
件
数
が

多
い
と
い
う
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
納
屋
集
落
の
も
の
は
金

銭
的
に
裕
福
な
も
の
が
い
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ
う
。
取
引
の
地
域
で
み
る
と
粟
生
村

近

隣
の
村
々
が
多
い
が
、
東
金
町
の
も
の
と
の
遣
り
取
り
も
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
村
内
部
の
移
動
だ
け
で
は
な
く
、
他
村
と
の
や
り

と
り
も
あ
り
、
そ
こ
に
一
定
の
地
域
的
広
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
登
場
人
物
二
〇
六
名
中
不
明
分
を
除
く
と
、
金
主
と
し
て
の
み
出
て
く
る

の
が
六
三
名
、
質
地
主
と
し
て
の
み
出
て
く
る
の
が
九
〇
名
、
質
地
主
と
金
主
両
方

に
名
を
出
し
て
い
る
も
の
七
七
名
で
あ
り
、
全
体
の
三
〇
％
が
質
地
主
で
あ
り
且
つ

金
主
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
だ
こ
の
七
七
名
に
つ
い
て
所
持
高
等
の
具
体
的

分
析

は
試
み
て
い
な
い
が
、
次
項
で
検
討
す
る
よ
う
に
中
に
は
飯
高
家
の
水
主
や
小

作
人
、
納
屋
集
落
の
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
所
持
高
の
低
い
漁
民
も
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
漁
民
間
の
質
入
・
請
返
が
一
般
的

に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、

ひ

と
た
び
大
漁
で
あ
れ
ば
、
地
域
全
体
の
生
活
を
潤
し
、
例
え
ば
一
介
の
水
主
で
あ
っ
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単位：件
表12　質入・質請の地域的広がり

質請人 粟 粟 宿 宿 大 不 藤 藤 関 西 細 貝 片 細 東 不 質 譲 地 合
生 生 村 沼 動 ノ ノ ノ 屋 屋 金 入
村 村 村 新 村 堂 下 下 下 敷 敷 塚 貝 野 町 明 件 地 替 計

ナ 田 ナ ナ 数
ヤ ヤ ヤ 合

質入人 計

粟生村 212（45） 20（1） 1 4 2 1 1 1 3 1 246 46 292

粟生村ナヤ ユ 1 1

宿村 4
（
2
） 4 2 6

宿村新田 4（2） 2 6 2 8

大沼村 1 1 1

不動堂

藤ノ下 ① 2 1 3 1 4

藤ノ下ナヤ 6（3） 2 8 3 1
1

関ノ下

西屋敷 1 1 1

細屋敷ナヤ

（
1
） 1 1

貝塚
（
1
） 1 1 1 2

片貝 3 1
（
1
＞ 4 1 5

細野 2 2 2

東金町

不明 6 6 6

質請件数合計 233 22 2 1
0
2 1 1 1 1 3 1 6 283 5

6
1 340

譲地 52 1 2 1 5
6

56

地替 1 1 1

合計 286 23 4 1
0
2 1 1 1 1 4 1 6 340 5

6
1 397

○＝地替（）；譲地

て

も
大
金
が
こ
ろ
が
り
こ
む
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
わ
ず
か
な
土
地
を
一
時
的
に
は

質
入
れ
は
す
る
も
の
の
、
漁
が
あ
れ
ば
「
当
り
」
が
入
り
、
質
入
し
た
土
地
の
請
返

し
が
可
能
な
状
況
が
こ
の
九
十
九
里
に
は
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う

い
っ

た
天
保
期
以
降
の
状
況
は
少
数
の
地
主
に
質
地
と
い
う
形
で
こ
の
地
域
の
土
地

が
集
中
し
て
い
く
と
い
う
動
き
を
弱
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

ナ
ヤ
の
人
間
に
つ
い
て
特
に
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
金
主
の
み
で
名
を
つ
ら
ね
て
い
る

も
の
七
名
、
質
入
人
の
み
で
は
二
名
、
両
方
に
名
を
出
し
て
い
る
も
の
八
名
で
、
ナ

ヤ
の
人
間
が
主
に
金
主
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
し
、
ナ

ヤ

の
人

間
に
つ
い
て
は
ま
だ
デ
ー
タ
不
足
な
の
で
、
そ
の
性
格
規
定
は
今
後
の
課
題

で
あ
ろ
う
。

③
飯
高
家
の
水
主
・
小
作
人
の
土
地
移
動
の
特
色

　
さ
て
、
以
上
大
ま
か
で
は
あ
る
が
粟
生
村
「
田
畑
奥
印
帳
」
を
分
析
し
て
き
た
が
、

こ
こ
で
は
飯
高
家
の
水
主
や
小
作
人
に
注
目
し
、
「
田
畑
奥
印
帳
」
に
ど
の
く
ら
い

あ
ら
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
土
地
移
動
の
状
況
を
示
し
て
い
る
か
を
み
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
飯
高
家
の
小
作
人
に
つ
い
て
は
「
小
作
取
立
帳
」
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

各
年
に
お
け
る
小
作
人
を
知
る
事
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
文
政
四
年
、

万
延
二
年
、
慶
応
四
年
の
「
小
作
取
立
帳
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
概
要
を
み
て
お
く

こ
と
に
し
よ
う
。
文
政
四
年
の
「
小
作
取
立
帳
」
に
よ
る
と
、
こ
の
年
の
飯
高
家
の

小
作
人
は
二
三
八
名
で
作
徳
米
惣
高
は
九
四
一
俵
三
斗
六
升
三
合
と
金
七
両
二
朱
と

六

八
貫
二
〇
〇
文
に
も
な
る
。
万
延
二
年
の
「
小
作
取
立
帳
」
に
よ
る
と
小
作
人
は

二
七

三

名
で
、
作
徳
米
高
は
九
八
六
俵
一
斗
六
升
九
合
と
金
四
両
一
分
三
朱
と
八
四

貫
六
一
二
文
、
慶
応
四
年
に
は
小
作
人
二
六
一
名
、
作
徳
米
九
〇
〇
俵
一
斗
六
升
八

合
七
勺
と
金
一
両
三
分
二
朱
と
一
〇
一
貫
三
一
六
文
と
や
や
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
表
1
3
は
、
以
上
の
史
料
と
先
学
の
デ
ー
タ
を
付
き
合
わ
せ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
飯
高
家
の
小
作
取
立
高
は
、
年
々
増
加
し
て
お
り
、
安
政
三
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表13　飯高家の小作米高

内

年　次
小作米金高合計 片貝地そのほか他村地高

（　）二片貝地のみ
粟生村地高 出典・史料

俵斗・升・合1両・分・朱　文 俵・斗・升・合1両牙朱　文 俵・斗・升・合

安永6

文政4

文政9

安政3

万延2

慶応4

719・5・1・51
941．3．6．3i7．。．268200896．1．6．6｛1103・3・3・1i986・1・6・gi4・1・384612900・1・6・8i　1・3・2101316

444・5・1・3　1
（563．1．7．7）iO．3．226619534．3．9．6i　　　　　｜707令3’3’11　　　　　i（59・1・4・01300）

　　　　　i（56・2・3・0）

275・0・1・0

361・1・7・0

360・0・1・9

山口和雄論文

「小作取立帳」

山口和雄論文

山口和雄論文

「小作取立帳」

「小作取立帳」

表15飯高家水主証文の分析

　
　
　
人
合
　
計

74

61

11

5
6
6
6
5
2
2
3
4
2
2
4
4
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1

犯

岡
方
計
人

11

5
　
　
6
6
5
　
　
2
　
　
　
2
2
4
　
　
1
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1

49

浜
方
計
人

陶

弘
化
－
年
～
人
明
治
3
年

36

　
　
　
人
天
保
年
間

28

　
　
　
人
文
政
年
間

59

　
　
　
人
文
化
年
間

7
9
2
1
3
3
2
2
1
　
　
　
　
3
1
1
2
　
　
1
1
1
　
　
1

59

天
明
8
年
～
人
享
和
3
年

30

表14　飯高家小作人の出身地別内訳

文政4 万延2 慶応4

粟生 114（46％） 207（76％） 214（82％）

片貝 82 44 22

宿新田 2 2 1

細屋敷 3 1 1

不動堂 3 1 1

大沼 2 2 2

関ノ下 1 1 1

小沼田 1 1 1

新堀 1 1 1

尾形 2 2 1

広瀬 1

平川 1

西村 3

薄島 1

藤下 1

島田 1 1

前ノ内 1 1

川中新田 2 2

粟生ナヤ 10 1

藤下ナヤ 7 1 1

細ナヤ 1 1

西村ナヤ 2 1

新生ナヤ 2

尾形ナヤ 2 1

上ナヤ 2

不明 6 4 5

計 246（100％） 273（100％） 261（100％）

単位：人
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年
に
は
一
〇
〇
〇
俵
を
越
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

表
1
4
は
、
文
政
四
年
、
万
延
二
年
、
慶
応
四
年
に
お
け
る
飯
高
家
小
作
人
を
出
身

地

別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
小
作
人
の
数
は
村
内
に
最
も
多
い
が
、
か

な
り
の
広
さ
に
わ
た
っ
て
村
外
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
万
延
二

年
以
降
を
み
る
と
、
他
村
の
も
の
で
新
た
に
小
作
人
に
な
る
も
の
も
み
ら
れ
る
も
の

の
、
片
貝
村
出
身
の
小
作
人
が
激
減
し
、
広
瀬
・
薄
島
・
藤
下
な
ど
近
隣
村
か
ら
の

小
作
人
が
消
え
る
一
方
、
粟
生
村
出
身
の
小
作
人
が
急
増
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て

は
幕
末
に
む
け
て
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
小
作
人
全
体
に
占
め

る
村
民
の
割
合
が
増
加
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
が
何
を
意
味
す
る
の

か
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
一
方
飯
高
家
の
水
主
の
存
在
状
況
を
知
る
た
め
の
史
料
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
各

職
ご

と
の
終
了
時
に
支
払
わ
れ
る
水
主
の
分
配
金
を
一
人
別
に
記
し
た
「
船
方
渡

帳
」
や
、
網
主
か
ら
の
前
借
金
や
小
作
料
を
差
し
引
い
た
金
額
の
計
算
書
で
あ
る

「水
主
差

引
帳
」
な
ど
か
ら
、
職
ご
と
に
実
際
に
漁
に
参
加
し
た
水
主
の
氏
名
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
網
元
と
契
約
時
に
作
成
さ
れ
る
「
水
主
証
文
」
か
ら
も

そ
の
実
態
を
知
る
事
が
で
き
る
。
既
に
水
主
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
詳
細
な
検
討

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
「
船
渡
渡
帳
」
「
水
主
差
引
帳
」
か
ら
各
年
に
お
け
る
水
主
の
人
数
を
み
て

み

る
と
、
文
政
四
年
四
八
～
五
〇
名
、
天
保
八
年
五
一
名
、
嘉
永
元
年
六
二
名
、
万

延
元
年
六
四
名
、
文
久
二
年
五
六
名
、
元
治
元
年
五
五
名
、
慶
応
元
年
六
一
名
と
な
っ

て

お
り
、
少
な
い
時
で
五
〇
名
、
多
く
て
六
四
名
の
水
主
が
漁
業
に
従
事
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
表
1
5
は
飯
高
家
の
水
主
証
文
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
文
化
・
文
政
期
に
か
け
て
水
主
の
出
身
地
域
の
範
囲
が
拡
大
し
、

契
約
数
も
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

文
化
・
文
政
期
に
こ
の
九
十
九
里
浜
地
域
に
お
い
て
地
曳
網
漁
業
が
飛
躍
的
発
展
し

た
こ
と
を
知
る
事
が
で
き
る
。
因
み
に
、
飯
高
家
の
小
作
人
と
水
主
と
が
ど
の
よ
う

な
重
な
り
を
み
せ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
み
る
と
、
飯
高
家
の
小
作
人
の
中
で
、

同
じ
に
水
主
と
し
て
も
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
も
の
は
、
文
政
四
年
に
は
一
五
名
、
天

保
八
年
に
は
一
七
人
、
万
延
二
年
に
は
三
五
名
、
慶
応
四
年
に
は
二
八
名
で
あ
っ
た
。

天
保
八
年
の
事
例
で
は
船
方
五
一
名
の
う
ち
一
七
名
が
同
年
の
「
小
作
取
立
帳
」
に

名
が
出
て
い
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
船
方
が
飯
高
家

の

小
作
人
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
明
か
に
な
る
飯
高
家
の
小
作
人
・
水
主
と
先
に

検
討
し
た
天
保
期
か
ら
の
土
地
の
移
動
を
記
し
た
「
田
畑
奥
印
帳
」
と
を
照
合
す
る

と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

表
1
6
は
、
天
保
六
年
か
ら
明
治
二
年
の
「
田
畑
奥
印
帳
」
中
に
出
て
く
る
飯
高
家

の

水
主
・
小
作
人
と
そ
の
土
地
移
動
状
況
を
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
奥
印
帳
の
登
場
人
物
二
〇
六
名
中
飯
高
家
の
小
作
人
・
水
主
は
五
九
名
で
、

内
五
八
名
は
小
作
人
、
一
〇
名
は
水
主
で
、
水
主
一
〇
名
中
九
名
は
小
作
人
も
兼
ね

て

い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ほ
と
ん
ど
が
粟
生
村
の
人
間
で
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の

中
で
、
関
下
村
佐
五
左
衛
門
が
唯
一
の
他
村
民
と
し
て
出
て
い
る
。
関
下
村
佐
五

右
衛

門
に
つ
い
て
は
前
述
の
如
く
飯
高
家
が
弘
化
三
年
に
大
量
に
質
入
を
し
た
人
物

で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
飯
高
家
の
小
作
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
の
は
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。
佐
五
右
衛
門
が
小
作
し
て
い
た
の
は
「
片
貝
地
」
と
記
さ
れ
て
い
る
場

所
で

あ
り
、
そ
れ
と
の
関
係
で
も
検
討
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
表
を
み
て
気
づ
く
点
は
、
小
作
人
と
い
っ
て
も
質
入
ば
か
り
し
て
い
る
も
の

は
わ
ず
か
で
あ
り
、
大
半
は
質
地
主
で
あ
り
且
つ
金
主
で
あ
る
も
の
た
ち
で
あ
る
。

そ
れ
は
小
作
人
と
水
主
を
兼
ね
る
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
中
に
は
金
主
と
し
て

の

取
引
が
多
い
も
の
も
い
る
。
ま
た
一
人
の
人
間
が
質
入
人
と
し
て
土
地
を
質
入
し
、

さ
ら
に
質
入
し
た
土
地
を
請
返
し
、
且
つ
金
主
と
し
て
質
地
を
受
取
り
、
さ
ら
に
そ

の

土
地

を
請
返
す
と
い
う
す
べ
て
の
取
引
に
関
わ
り
を
も
っ
て
い
く
も
の
も
み
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
点
は
従
来
の
小
作
人
あ
る
い
は
水
主
の
イ
メ
ー
ジ
を
再
考
す
る
上
で

も
重
要
で
あ
ろ
う
。
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表16　「田畑奥印帳」（天保6～明治2年）にあらわれる飯高家の小作人・水主の土地移動状況

小作人○
質地主 （質入人） 金主 （質請人）

飯高家小作人・水主
水主 ＊

質地1畝・歩㈲1 請返丁畝・歩（割i 　　　T譲地
畝・歩（割一

随替・その他
　畝・歩（割）

質地1畝・歩（割）i 請返1畝・歩（割一 　　　　「
譲地
畝・歩（訓i

1地替・その他
　畝・歩（割）

粟生

粟生

粟生

粟生

孫兵衛

弥右衛門

太郎右衛門

徳右衛門

○
○
○
○

　
　
i
2
8
・
2
i
8
・
1
3
i
　
　
i
　
　
‘

　　i　
　
i
4
・
1
8
i
　
　
i
　
　
ト

　　‘
2・3i
　　l
4・51　　‘

0
・
2
0
1
　
　
‘
2
・
2
7
1
　
　
1

i
i
i
i

　　‘3・241
　　…
7・171

　　1

　　i　　‘

　　‘4・241
　　i

　　l

　　i　　‘

粟生

粟生

粟生

長右衛門

長左衛門

伝七

○
○
○

　3・71
　　　1
　8・291

7・1gi（塩2・0）i

12・26｝
　
　
　
i
3
・
2
6
i
（
塩
1
つ
）
1

　4・281
　
　
　
i
　
　
　
，
（
塩
1
・
o
）
i
　
　
　
l

31・021　　‘

3・oi　　‘7・21i

　　l

8・Ol
　　l
2・271　
　
i
　
　
｜

1・61
　　i

　　i　　l

3・0

粟生

粟生

四郎右衛門

七郎左衛門

○

○

　　‘16・2i
　　l i
i

　
　
i
　
　
‘
1
・
8
1

23・231
　　　1129・221

3・141
　　171・241

　
　
l
　
　
l
8
・
1
5
1

粟生

粟生

粟生

助兵衛

清五郎

久五郎

＊
＊
＊

○

○

　　　…　
3
・
o
i
（
塩
1
・
0
）
1
　
　
　
‘
1
6
・
2
1
　
　
　
1
1
1
・
7
1

　　l
　　i18・211

　　i

（塩1・o）i（塩2・o）l

　
　
　
i
　
4
・
2
4
i
　
　
　
｝
2
8
・
2
1
1

　　i　
　
i
　
　
，
2
0
・
1
α
　
　
｝
6
・
1
8
1

　　i　
　
i
　
　
，
7
・
1
｝
　
　
1
5
・
2
1

　　i　
　
i
2
・
3
1
　
　
｛

i 1 i i （用1・25）1　　　‘ 1

粟生 権十郎 ○ 3・201
i
‘

5・41　　1 53・291

　　1
17・281

　　1
21・241

　　1
粟生 庄左衛門 ○ i 3・5i 5・211 6・1引 1 1

粟生

粟生

粟生

粟生

七郎兵衛

五郎兵衛

儀左衛門

惣右衛門

○

○

○
○

　
　
4
8
・
1
2
i
　
1
3
5
・
6
1
（
塩
1
・
6
用
2
・
0
）
1
　
　
　
　
‘
　
1
1
9
・
8
1
　
（
用
1
・
o
）
i
　
　
　
　
，
　
　
3
7
・
2
0
i

　　　｝
12・241　　　1

6
4
・
1
9
1
（
塩
1
・
0
）
1
　
　
　
‘
5
4
・
3
1
　
　
　
i
　
4
・
O
l

　
　
i
　
　
‘
7
・
2
7
i
　
　
i
　
　
i
　
　
l
O
・
5
1

　
　
　
i
　
　
　
‘
（
用
1
・
o
）
i
　
　
　
i
6
9
・
1
3
1
（
用
1
・
o
）
i
　
　
　
i

　　i　
　
l
　
　
l
5
9
・
1
4
1
　
　
i
　
　
｜

i
i
i
i
i

（沼2・o）i i i 1 i 1

粟生

粟生

粟生

粟生

粟生

粟生

政右衛門

三郎左衛門

市右衛門

伝蔵

三右衛門

喜平次

○
○
○
○
○
○

37・201（塩1・0）1　　　‘134・Ol

　
　
　
i
　
1
・
2
6
i
　
　
　
‘
　
9
・
2
7
1
　
　
　
1
　
0
・
2
蚕
　
　
　
1
5
4
・
1
6
1
（
用
1
・
o
）
i

17・13｛

　　　i43・11
　
　
　
i
　
　
　
l
（
塩
2
・
0
）
1
　
　
　
1
（
用
0
・
5
川
　
　
　
i
　
　
　
｜

0・51
　　i9・271

　　｝21・51

　　i

　　i

　　i

　　i

33・10i（塩1・ON　　　（28・28｝

（沼2・o）i

　　　i　
　
　
i
8
2
・
2
3
1
（
3
・
o
）
i
　
　
　
［
　
0
・
1
8
1
　
　
　
1

16・28i
（塩1・o）｝23・71

　　　i
　　　i　　　i43・Oi

　　　i18・41　　　1

　3・Ol
　　　i　6・201

　　　1　
　
　
i
　
　
　
l
　
（
塩
1
）
l
　
　
　
i
4
7
・
1
9
1
（
用
1
・
叫

粟生 佐兵衛 ○ 11・6i　　l i
l
i
l

2・21
　5・1i（用1・0）1　　　‘

2・Ol
　　i i
l

2・24

粟生ナヤ

粟生ナヤ

粟生

源蔵

佐吉

惣八

○
○
○

　　　i　　　l（用2・5）i

　　　i　　　l

　　‘23・161
　　i

　　i

　　l

i
i
i
l

52・91
（用2・o）i
1
9
・
l
i
1
9
・
2
7
i
（
用
2
・
5
）
｛

18・231

　　i

　　i

　　i

16・261
　
　
i
　
　
i
3
1
・
o
i
　
　
l

粟生

粟生

粟生

伝次郎

太郎兵衛

利兵衛 ＊

○
○
○

　　　‘（用1・25）l
　　　i　2・101　　　‘　11・21i

　　　1（用1・25）l

　　　i　2・141

　　　i

　　i　
　
l
　
　
l
2
・
1
5
i

　　　1　10・281
（用2・2訓　　　‘　29・081

　　　i

　　110・281
　　i5・51

　　i

24・21
　　i4・51

　　i

粟生

粟生

粟生

μ」士
石口

清右衛門

清左衛門

＊

○
○
○

　　　‘　0・17i
　
　
　
l
　
　
　
l
（
塩
1
・
5
）
i
　
　
　
‘

　　　‘　0・121
　
　
　
i
　
4
・
α
　
　
　
1
（
塩
1
・
5
）
1
　
　
　
1

i
i
i
…

　　　，　62・261
（用3・2訓
　　　i（用1・25）i　　　‘

　　　‘（用2・0）l
　
　
　
i
　
　
　
i
（
用
o
・
5
）
i
　
　
　
‘

　　‘17・18i
　　i

　　i

　　i
粟生

粟生ナヤ

七兵衛

兵右衛門

＊ ○
○

5・51
　　1
7・211
i
l

2・241

　　i
26・131

　　1
16・11

5・101
　　…
6・18i i
l粟生 新右衛門 ＊ ○

　　i3・27i i
…
i
l

（塩4用2・5）i

　　　　i
｛
1
i
｜

粟生 喜八 ○ i ｛ i 1 i 0・81　　1

粟生 平右衛門 ＊ ○ 　　｜12・191

　　1 i
l
i
l

　　　1
　4・61
（塩2・o）i

i
旨

（塩2・o）i

　　　…

粟生

粟生ナヤ

粟生

粟生

粟生

重内

弥兵衛

権治郎

伝三

八郎右衛門

○
○
○
○
○

i
i
i
｝
1

i
i
i
i
｝

｝
i
i
i
l

6
・
5
i
　
　
‘
7
2
・
2
1
　
　
｜
8
・
1
2
i
　
　
‘
3
・
2
0
i
1
8
・
7
i

　
　
　
i
3
5
・
1
1
　
　
　
，
（
塩
1
・
o
）
｛
　
　
　
‘
1
4
・
3
i
　
　
　
i

0・20i　　‘38・111

　　i

　　l

　　i

206



［九十九里浜大地曳網漁業地帯における土地移動の実態と性格］……岩田みゆき
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以
上

に
み
た
よ
う
な
、
九
十
九
里
浜
に
お
け
る
土
地
移
動
の
特
色
が
、
漁
業
を
生

業
と
す
る
村
々
に
一
般
的
に
い
え
る
の
か
ど
う
か
、
今
後
よ
り
多
く
の
事
例
研
究
が

必
要
と
な
ろ
う
。

註（
1
）
　
山
口
徹
『
近
世
漁
民
の
生
業
と
生
活
』
吉
川
弘
文
館
　
平
成
十
一
年

（
2
）
　
『
九
十
九
里
町
誌
各
論
編
　
上
』
昭
和
五
十
五
年

（
3
）
　
「
上
総
国
村
高
帳
　
寛
政
五
」
（
『
房
総
叢
書
』
9
所
収
）

（
4
）
　
表
1
は
山
口
和
雄
『
九
十
九
里
旧
地
曳
網
漁
業
』
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
彙
報
よ
り
引

　

用
し
、
］
部
修
正
を
加
え
た
。

（
5
）
　
山
口
和
雄
『
九
十
九
里
旧
地
曳
網
漁
業
』
（
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
彙
報
）
参
照
。

（
6
）
　
山
口
和
雄
『
九
十
九
里
旧
地
曳
網
漁
業
』
（
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
彙
報
）
参
照
。

（
7
）
　
菊
地
利
夫
「
九
十
九
里
浦
納
屋
聚
落
の
成
立
ー
地
曳
網
漁
業
入
会
地
浜
芝
地
の
開
発
拒
否

　

ー
」
（
『
新
地
理
』
3
－
1
　
昭
和
二
十
四
年
）

（
8
）
　
飯
高
家
文
書
　
享
保
二
十
年
（
『
九
十
九
里
町
史
資
料
集
』
第
十
一
、
古
川
力
「
九
十
九
里

　

浦
の
塩
場
頭
開
発
に
つ
い
て
」
『
千
葉
の
歴
史
』
2
2
号
所
収
）
。
な
お
、
『
九
十
九
里
町
誌
　
各

　

論
編
　
上
』
七
七
八
頁
に
は
、
粟
生
村
近
辺
の
新
田
の
様
子
を
表
し
た
絵
図
が
掲
載
さ
れ
て

　
　
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）
　
山
口
和
雄
『
九
十
九
里
旧
地
曳
網
漁
業
』
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
彙
報

（
1
0
）
　
山
口
徹
『
近
世
漁
民
の
生
業
と
生
活
』
吉
川
弘
文
館
　
平
成
十
一
年

（
1
1
）
　
山
口
徹
『
近
世
漁
民
の
生
業
と
生
活
』
吉
川
弘
文
館
　
平
成
十
一
年
よ
り
転
載
。

（神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

　
　
　

（二
〇

〇
三
年
五
月
二
十
三
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
十
八
日
審
査
終
了
）
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The　Transfer　of　Land　along　the　K可u㎞㎡Coast　Tow　Net　Fishing　Zone：

aStudy　of　the　Lmd　Documents　of　the　Iitaka　F㎜ily

IWAm　Miyuki

This　paper　sheds　light　on　mortgage　finance　along　the　Kujukuri　coast　where　tow　net丘shing　was　developed　be

ginning　in　the　middle　of　the　Early　Modern　Period　and　the　situation　and　nature　of　land　trans允r　that　accompa－

nied　this　mortgage五nance．　This　study　will　help　us　understand　the　significance　of　land　o㎜ership　fbr　the　villag－

ers　whose　main　occupation　was丘shing　and　mortgage　finance　with　respect　to　the　interaction　of　villagers．　The

historical　materials　used　in　this　study　consist　of　three　volumes　of　land　records　dating　from　1835　through　to　the

early　Me茸i　period　called　Denpata－okuincho，　that　have　been　le且behind　by　the　Iitaka　family廿om　Ao　village　situ・

ated　in　the　middle　of　the　Kujukuri　coast　who　operated　a丘shing　business．　The　fbllowing　facts　have　come　to

light　as　a　result　of　a　study　of　these　land　records．　First，　one　notable　feature　of　mortgaged　land　is　that　most

mortgaged　land　consisted　of　poor　quality　rice丘elds　and　that　each　entry　is　accompanied　by　details　of　the　mort・

gaged　land　area．　Further，　there　is　not　necessarily　a　correlation　between　the　value　of　the　loan　and　the　size　and

grade　of　the　land．　Another　aspect　deserving　attention　is　that　there　were　extremely　few　cases　where　the　loan

was　unable　to　be　repaid　resul6ng　in　a　change　in　land　ownership．　We　may　conjecture　from　an　examination　of

the　return　of　mortgaged　land　that　the　m司ority　of　mortgaged　land　was　returned　to　those　who　took　out　mor仁

gages　on　their　land．　A　look　at　the　regional　distribution　of　mortgages　and　repayments　reveals　that　they　centered

around　Ao　village　and　extended　to　surro皿ding　settlements．　An　examinadon　of　the　situation　within　Ao　village

shows　that　many　mortgages　were　held　by　people　from　the　so－called　Naya　settlements．　Names　of　both　the　mor←

gagor　and　mortgagee　are　listed　in　30％of　cases，　and　these　include　fishing　hands　and　tenant　farmers　belonging

to　the　Iitaka　family　and　people　living　in　Naya　settlements．　Repayment　was　possible　because　if　there　was　a　huge

catch，　people　across　the　whole　region　became　prosperous　so　that　huge　sums　of　money　fell　into　the　hands　of

even丘shing　hands　and　tenant血㎜ers．　In　such　circums已nces，　even血ough　they　had　temporarily　mongaged　a

small　area　of　land，　it　was　possible　to　redeem　this　mortgaged　land　if　there　was　a　good　catch，　a　custom　that　ex－

isted　in　Kulukuri　as　late　as　the　middle　of　the　eighteenth　century　These　aspects　are　important　when　reconsider－

ing　the　existing　portrayal　of　tenant　farmers　and　fishing　hands．

208


